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クロロータリーリアクタは市販されているマイクロリアクタに比べて 2 液間の接触界面積が約 40 倍，デバイス体積に対
する 2 液間の接触界面積比が約 11 倍と非常に優れることがわかった．よって，マイクロロータリーリアクタにより螺旋
状層流を形成することが出来れば，実用性に優れたマイクロリアクタが実現できるということが考えられる． 























 論文では，流体数値解析により不混和性 2 液による螺旋状層流の形成条件を明らかにしている．
また，螺旋状層流のローター円周方向の平均流速と層幅，螺旋長さ，2 液間の接触界面積，そして拡散
距離の理論特性式を導出した．開発したリアクタは従来の標準的なマイクロリアクタに比べて，リアク
タ容積に対する 2 液の界面積が約 11 倍と非常に優れることを示した． 
 シリコーンオイルと水道水の不混和性 2 液を用いた実験により，螺旋状層流の形成を確認することが
でき，その層幅の制御が行えた．次に，水相中の銅イオンを油相中に抽出する溶媒抽出反応に適用し，
一般的に用いられる回分式攪拌装置と比較して，有効性を示した． 
  
以上のように本論文は，新しいマイクロリアクタを提案し，その設計法や特性を明らかにするととも
に，基礎的な化学プロセスに適用してその有用性を実証したものであり，岡山大学大学院自然科学研究
科における博士論文の認定基準を満たしており，博士(工学)の学位論文として認められる． 
